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能登半島地震公共交通情報提供サイト
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現地の公共交通の様子(2024/1/22)

(⽇本海コンサルタント塩⼠⽒ 講演資料より)
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現地の公共交通の様子(2024/2/5)

(⽇本海コンサルタント塩⼠⽒ 講演資料より)
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現地の公共交通の様子(2024/1/22)

(⽇本海コンサルタント塩⼠⽒ 講演資料より)
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現地の公共交通の様子(2024/2/20)
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現地の公共交通の様子(2024/4/8～現在)

Kanda-Lab, National Institute of Technology, Kure College



広島 (西日本豪雨) から石川 (能登半島地震) の連携・伝承
▼西日本豪雨(2018)
• 災害時BRT含めた交通手段全般の
情報提供サイト

• 学が主導し，官民と連携

• 広島県バス協会のサーバ・ドメイン下
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▼能登半島地震 (2024)
• 学＋産官のコミュニティが主体
（K-CAT）

• 現地の関係者の方々との連携構築

• K-CATのサーバ・ドメイン下

• サイト構成・運営方法のノウハウを提供
（サイト構築作業を共同実施）

• サイト構築・更新・情報収集等
最前線の対応



メディアでの報道
•北國新聞 2/27, 3/1(一面)
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総括
• 地域公共交通情報提供を行なった狙い
• 混乱する地域交通情報を整理して案内し貢献
• 行政・交通事業者は限られたリソースで現地対応で精一杯

→ 計画系の学・専門家で対応しカバー

• 復興フェーズに向けた早期からの連携強化
• 復興計画，関係する都市計画・交通計画とそのマネジメントに向け
被災地現地での対応に向けた連携強化

• 西日本豪雨の経験では，早期の段階で産官学が連携していた効果は，
その後の対応に非常に効いた

• 情報提供の経験から
• 災害時の公共交通情報提供（特に地域交通）の体制・役割分担のあり方
• 特に非常時モードでの情報やデータの収集・加工・作成を
リソースやスピードの制約下でどう対応するか？

• 交通行政との連携
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